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(JJ¥泉保育園)

地域ぐるみの熱意の中で元気よく ・・・・

「先生、おはよう」元気な園児たちの芦とともに、 小泉保育園 (川西地区小泉地籍)の一 日が始まります。

遠く浅間山、烏帽子岳、美が原、を望み、周囲を水田や山々に固まれた、いっぱいの緑の中に、赤い屋恨

のかわいい園舎ヵ、35年に建設されました。

以来17年、年とともに建物は大部古くなりましたカ、「子供を大切に育てよう 」との地域 ぐるみの皆さん

の熱意と労を惜しまぬ、ご協力をいただき、めぐまれた環境の中で、 71名の園児カ、真っ黒に日焼けした素

はだを真夏の太陽にさらしなが ら、砂と水との遊びをエネルギ ッシュに展開し ています。(小泉保育園長)
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市長相談日
「市民と市長の日 」を9月1日(本j午前!

時から午後 4U寺まで d;役所3階rlit杭て
で行L、ます。お気軽におでヵ、けください。

-一一ートー→ー一ー・ー「酢ー-.一一一千一一喝 ・一一一。一一・ー一

農地問題相談自
民地の取得、転用など民地にかかわ

る問題で悩んでいる併さ んのた灼に 9

月l日(刻午前 8時30分か ら午後 5JI寺ま
で市役所 2階段業委¥1会事fJjf.，)で C2
地問題相談」をqj' \，、ます 。 ぉ j~ Hに お
でかけ ください。

主 な 内容

民家の皆さん杭営の拡大を図ろう 1

一農地保有合現化事業を利用= 1 
「二化期アメシ ロ」大発生か、みんなで早目に徹底防除......3ページ

ハカリの検任必す受けよう。 9月 1日か ら実施ーー・・・・・・・・・・・・ 4ページ

一般 ・保母・ 土木の市職員募集…

上水道配管技能資料試験を実施-ーーーーー・・ ー・・ーーー・・・ー..............5ページ

踊 1)、見物8万人、みんなが参加した「上回わっしょい」・・・ 6ページ

............2ページ

ーー・・・・・・・・・・・・・・・・ 4ページ
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農
家
の
皆
さ
ん

経
営
の
拡
大
を
図
ろ
う

よ
辰
地
保
有
合
理
化
事
業
を
利
用

1

「
農
地
保
有
合
理
化
事
業
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

こ
の
事
業
は
、
農
家
の
耕
作
面
積
を

大
き
く
し
て
、
農
業
だ
け
で
生
活
で
き

る
農
家
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
で
は
こ

の
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

合
理
化
事
業
を

行
う
の
は

農
地
を
売
っ
た
り
、
貸
し
た
い
人
が

い
る
場
合
、
農
業
の
経
営
規
模
の
拡
大

を
望
む
人
に
、
農
業
委
員
会
の
仲
介
に

よ
り
、
県
の
農
業
開
発
公
社
が
そ
の
あ

っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

農
業
開
発
公
社
は
、
市
に
事
務
所
を

も
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
農
地
を
売
っ

た
り
、
貸
し
た
り
す
る
仕
事
は
農
業
委

員
会
を
と
お
し
て
行
い
ま
す
。

1 

7月24日、上田市勤労青少年ホームの一日館長に、石井静 t 
江さん(真田町 ・八十二銀行勤務)、一 目指導員に永野弘子 ! 
さん(中央西一)母袋恵子さん(中央三)が就任、「勤労青少年 i 
の日」 を記念して、同日、菅平高原で行われたオ リエ ンテェ i 
ーリ ング大会を運営、なごやかな楽しい一 日を過ごしまし : 

三人は、仲よしクループで、何事も体験と思い、市の広 ! 
報を見て応募しました。「当日会場であった人ばかりなのに : 

すぐに とけこみ、チームづくりもスムースに決まり、とても ! 
楽しいオリエンテェーリングでしたJ'それぞれ異なった職 i 
業の人たちといろいろな話しをかわし、友情を深めること ! 
ができる 青少年ホームの事業には、これからも積極的に参 ; 

加し、社会生活を広げて行きた L、」と話していました。 i 
まだ 、勤労青少年ホームを 利用 されていない、 25歳未満 ; 

の人は 、一度勤労青少年ホームをお訪ねください、楽しく i 
有意義な生活が期待できます。(宮@7117)(写真は、辞令 ; 

交付後、石井市長(右)と歓談する一日館長の石井さん(左)) : 
...，............... ... 、...'.............................._... 晶....，............、.，;..

え、「，_~ 749号 (貯縦脇)一一広報

楽しかった、

「若者の広場です青少年ホーム」
く一日館長を実施〉

オリエンテェーリング

公
社
は
ど
ん
な

土
地
で
も
買
う
か

農
業
開
発
公
社
が
行
う
仕
事
は
、
地

域
の
農
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
地

域
は
、
市
が
決
め
た
「
農
業
振
興
地
域
」

内
入
市
の
都
計
画
区
域
外
の
地
域
な
ど
)

の
農
業
用
地
に
限
ら
れ
ま
す
。

貝

価取
格る
は

買
い
取
り
価
格
は
時
価
で
す
。
売
り

た
い
土
地
を
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
調

べ
、
最
近
行
わ
れ
た
売
買
実
例
な
ど
を

741)号~

参
考
に
決
め
ま
す
。

し
か
し
、
公
社
は
、
農
業
経
営
規
模

拡
大
を
希
望
す
る
農
家
に
譲
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
の
採

算
に
合
わ
な
い
よ
う
な
高
い
価
格
の
土

地
は
買
い
ま
せ
ん
。

公
社
が譲

ず
る
価
格
は

譲
渡
価
格
は
、
時
価
水
準
よ
り
高
い

価
格
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
価
格
は
、
買
っ
た
価
格
に
公
社

が
行
う
事
務
経
費
を
加
え
た
価
格
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
事
務
経
費
は
、

固
と
県
が
負
担
し
ま
す
。

安
心
し
て

取
り
引
き
で
き
ま
す

公
社
は
、
公
的
な
性
格
を
持
つ
機
関

で
す
か
ら
安
心
し
て
取
り
引
き
が
で
き

ま
す
。公

正
な
契
約
を
し
、
農
地
法
の
許
可

手
続
き
、
登
記
な
ど
い
っ
さ
い
の
手
続

き
を
公
社
が
行
い
ま
す
。

〈
特
点
〉

売
り
手
に
と
っ
て

ー
、
公
正
な
価
格
で
話
し
合
い
が
で
き

ま
す
。

2
、
代
金
は
、
た
だ
ち
に
現
金
で
支
払

い
ま
す
。

3
、
譲
渡
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

買
い
手
に
と
っ
て

l
、
資
金
の
め
ど
か
っ

く
ま
て
待

っ
て

く
れ
ま
す
。

2
、
農
地
取
得
資
金
が
八
百
万
円
ま
で

借
り
ら
れ
ま
す
。

3
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
る

場
合
は
、
不
動
産
取
得
税
、
登
録
免

許
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
(
且
酬
が
ム
糊
に
)

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
農
業
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
四
一

O
O
内
線

三
三
七
有
線
②

O
七

六

二

税
へ
の
ご
意
見

ご
要
望
は

国
税
モ
ニ
タ
ー
へ

税
金
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
な
ど
を
お

持
ち
内
こ
と
と
思
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
て
、
税
務
署
の
仕
事
を
客
観

的
な
立
場
か
ら
な
が
め
て
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
い
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
や
要
望
、
苦
情
を
お
聞
き
す

る
な
ど
納
税
者
と
税
務
署
の

パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い

一
ま
す
。

一
上
田
市
の
国
税
モ
ニ
タ
ー
は
次
の

人
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

深
町
山
石
雄
さ
ん

(
中
央
五
|
一
八

|
五
」
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さ

ん
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一
を
く
し

の

て

し

ま

人

意

付

江

さ

の

一

た

報

す

楽

業

が

加

の

有

交

く
ま
で
待
っ
て
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高温期続き
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「二化期アメシロJ大発生か

みんなで早目に徹底防除
このように焼殺するか踏みつぶす

二
化
期
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発

生
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
高
温
期
が
続
い
た
た

め
短
期
間
に
大
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

二
化
期

の
「
ア
メ
シ

ロ
」
は
、
生
育

が
非
常
に
早
く
、
防
除
が
遅
れ
る
と
樹

木
が
丸
裸
に
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家

の
中
ま
で
侵
入
し
ま
す
。

市
民
一
人

一
人
が
協
力
し
合
い

、
自

治
会
の
防
除
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
今

年
こ
そ
一
匹
残
ら
ず
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
八
月
一
日
発
行
の
「
広
報
う

え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
た
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
対
策
本
部
の
防
除
最

適
予
想
目
、
八
月
二
十
八
日
側
、
九
月

四
日
間
も
多
少
早
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
各
防
除
班
は
、
防
除
計
画
を
密

に
し
て
早
目
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

このくもの巣状のときが防除に最適です

「
く
も
の
巣
」
状
態
は

5
日
1
7
日
間

「
ア
メ
シ

ロ
」
防
除
の
最
適
期
は
、

「
ア
メ
シ

ロ
」
が
く
も
の
巣
状
の
葉
の

中
に
集
団
で
い
る
と
き
で
す
。
こ
の
時

期
を
の
が
き
ず
、
発
見
し
た
ら
、
踏
み

つ
ぶ
す
か
、

焼
殺
し
ま
し
ょ
う
。

「
ア
メ
シ

ロ
」
防
除
は
、
自
分
の
樹

木
は
自
分
で
防
除
す
る
の
が
原
則
で
す
。

家
の
周
り
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
所
有

し
て
い
る
樹
木
は
、
責
任
を
持
っ
て
見

回
り
、
早
目
に
防
除
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
、
つ
。

事
故
が
な
い
よ
う

注
意
し
て
防
除

「
ア
メ
シ
ロ
」
防
除
に
は
、
焼
殺
器
や
ノ

コ
ギ
リ
、
ヵ
?
な
ど
を
使
用
し
た
り
、

薬
剤
散
布
に
は
防
除
機
や
農
薬
が
使
用

さ
れ
る
な
ど
、
た
え
ず
危
険
が
伴
い
ま

す
の
で
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
木

や
屋
根
に
登
っ
て
防
除
し
て
い
る
場
合

も
見
か
け
ま
す
が
、
大
変
危
険
で
す
の

で
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
の
薬
剤
散
布
は

早
目
に
申
込
み
ま
し
ょ
う

二
化
期
は
、
業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布

(
有
料
)
も
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
、
自
治
会
長
さ
ん
を
と
お
し
て
早
目

に
農
林
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
が
あ
り
ま
す
と
、
業
者
か
ら

散
布
予
定
日
を
自
治
会
長
さ
ん
へ
ご
連

絡
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
危
険
防

止
、
案
内
、
散
布
確
認
を
お
願
い
し
ま

す。
業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
八
月
下

旬
以
後
、
九
月
二
十
日

ωを
も

っ
て
申

込
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

薬
剤
散
布
料
金
は
、
一
リ
ッ
ト
ル
四

十
円
と
繰
り
出
し
ホ

l
ス
料
金
五
十
メ

ー
ト
ル
ま
で

一
か
所
に
つ
き
二
百
円
を

加
算
し
た
金
額
で
す
。

料
金
徴
収
は
、
自
治
会
長
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〈
お

閉
会
せ

〉

農
政
部
農
林
課
振
興
係

(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三
二
二
・
三
二
三
有
線
②
O

七
六
二

)

薬剤散布は、事故のないようじゅうふ'ん注意して
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お知らせ
カ
リ
の
検
査

必
ず
受
け
よ
、つ

ノ¥

え

早起きソフトボール大会で優勝

した川辺町チ ムに優勝旗を手渡

す石井市長(左)

用
し
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
、

商
工
謀
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

商
工
部
商
工
謀
計
量
係
(
宮
@
四
一

0
0
内
線
三

O
三
)

市
で
は
、
五
十
二
年
度
の
ハ
カ
リ
の

定
期
検
査
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

報

取
り
引
き
、
証
明
用
に
。使
用
し
て
い

広

る
ハ
カ
リ
は
、
こ
の
検
査
を
受
け
な
い

一

と
引
き
続
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

一

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
最
寄
り
の

出
刷
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

開

閉

ハ

カ

リ
が
二
十
台
以
上
あ
っ
た
り
、

縞

建

物

な

ど

に

取

り
付
け
て
あ
っ
て
動
か

昭
和
せ
な
い
場
合
、
注
た
は
光
電
式
ハ
カ
リ

一

の
場
合
は
、
出
張
し
て
検
査
し
ま
す
。

一

出
張
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

一

役
所
二
階
商
工
課
に
用
意
し
て
あ
る
「
申

一

請
書
」
を
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

号

い

。
出
張
検
査
は
、
十
月
に
入
っ
て
か

川

ら

行

つ
予
定
で
す
が
、
出
張
手
数
料
一

第
回
に
つ
き
日
千
円
が
必
要
に
な
り
ま
す

O

F

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
ハ
・
刀
リ
を
使

、っ

一般・ 保母 ・土木

市職員を募集

申込受付
10 月 1 日 (土)~ 20 日 (村

九
月
二
十
一
日
刷
か
ら
三
十
日
悩
ま

で
。
マ
配
管
技
能
者
資
格
試
験
受
験
願

(
水
道
局
業
務
課
に
あ
り
ま
す
)
マ
履

市
で
は
、
一
般
事
務
、
保
母
、
土
木

技
術
の
職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
市
役
所
三
階
庶
務
課
職
員

係
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
資
格
・
人
員
〉

一
般
事
務

上
級

(
大
卒
程
度

)
l

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

た
人
。

一
般
事
務

初
級

(
高
卒
程
度

)
1

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ

日経 検査 場所検査時間 対象地区

9月l日(柑 市役所川西支所 午酎i9.30-11.30川 西地区

11 泉 国公 民館 午後l∞-3.∞泉回地区

2日ω川辺町会館 午前9.30-11.30川辺地区

11 相 染 閣午後1∞-3∞別所地区

5日(月)西 塩 田 会 館 午前9.30-11.30 西塩団地区

11 鈴子公民館 午後1.00-3∞ 東塩団地区

6日(')()極図 解 放 会 館 tr.泊"19.午30後 3口。 復回全地区

7日付d諏訪形公会堂 11 城下地区

8日附 上野が丘公民館 午前9.30-1l.30神科地区

11 市役所I段殿支所 午後1.00-3.00笠殿地区

9日ω新屋会館 午前9.30-11.30西部地区

11 新町公会堂 午後1∞-3∞ 11 

12日UII大屋公会主 午前9.30-11.30神川地区

11 上回査[J商業会館 午後1∞-3.∞ 附 .J胡地区

13日(刈 11 J rt jÎJー::~g i圭 3.00 1I 

14日付d新田区民会館 11 北部地区

19日(Jj)上小建設業会館 11 東部地区

20日(刈 よ田蚕Htl品同組合 11 11 

21日(村 南天神町公会堂 11 南部地区

26日(月)市役所検査室 11 中央地区

27日(刈 1/ " 11 

28日(村 1/ 11 " 
10月11日(火) 11 11 全 市

12日附 11 " " 

J221 
1/ 11 11 

11 11 11 

ハカ リ定期検査日程表

一
千
円
を
受
験
申
込
み
の
時
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

提121時から l時までは検茶を休ませていただきます。

た
人
。保

母

(
短
大
卒
程
度

)
l
昭
和
三
十

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
で
、
保

母
の
資
格
が
あ
る
入
、
ま
た
は
来
年
三

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
が
見
込
ま
れ
る

人
。土

木

(
環
境
整
備
工
学
を
含
む
)
技

師

上
級
(
大
卒
程
度

)
1昭
和
二
十

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
。

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
市
内
に
住
ん

で
い
る
か
、
住
む
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
人
。
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
。

〈
試
験
日

・
会
場
・

科
目
〉

十
一
月
十
三
日
同
午
前
八
時
三
十
分

受
付
、
九
時
三
十
分
試
験
開
始
。
上
田

市
立
第
二
中
学
校
。

一
般
事
務
、
上
級

1
教
養
、
専
門
試

験
。
初
級

l
教
養
、
適
性
試
験
。

保
母

l
教
養
試
験
、
音
楽

(
ピ
ア
ノ

声
楽
、
創
作
)
、
体
力
検
査
。

土
木
技
師

1
教
養
、
専
門
試
験
。

〈必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

り
ま
す
)
マ
履
歴
書
、
最
終
学
校
成
績

証
明
書

(
高
校
在
学
者
は
、
統
一
応
募

書
類
を
使
用
)
マ
資
格
証
明
書
、
ま
た

は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
(
保
母
の
み
)

マ
五
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

不
連
絡
用
、
宛
先
記
入
)

〈
申
込
期
限
・
お
問
合
せ
〉

十
月
一
日
出
か
ら
十
月
二
十
日
嗣
ま

で
に
、
総
務
部
庶
務
課
職
員
係

へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
(
含
@
四
一

O
O
内

線
二
二
二
・
二
二
三
有
線
②

O
六
五
一
)

製
造
業
の
場
合
は
、
従
業
員
二
十
人

以
下
。
小
売
、
卸
売
業
の
場
合
は
、
従

業
員
五
人
以
下
。
た
だ
し
、
設

検

き~
A9  

九
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
下
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

3歳児検診日程表

会場 健上康田市センター

対象地区

対象児
49年8月生 | 

実施日

9 月

乳児検診日程表

会場 上田市健康センター IE2階田会支議所不 川祉商社会払i
センター

い草児 4 か月 Ih~ 9か月児 4か月児 4か月児
9 9 

1"t 
温尻 東部 Ili.1え 東部

川辺 南部 川辺 南部

象 泉困 中央 泉回 中央
li回全区 川内全反

地 神川 北部 神川 ~t ~I; 

区
神科西部 神科 西部

笠殿|域下 笠股 城下

tJ'jt，町 52年 5月生 51 年 12月生 5521年年152月月エ仲 55Z1年年152月月エι 

9 月 7 日 .l!.!.til~日 I 21臼 20日 1日

た
市ば
内こ

までは
し買
よし追

っ

〈要
な十
企月
業中
は l二
、貸

相与
~，~し
lこま
応 す
し(
ま平
す 怠

，k':. 



回
に
つ
主
二
千
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
.
転
従
業
な
ど
で
ハ
カ
リ
を
使

3
FM

q
3

4

↓
Q
d
A
U
司

i

l

H

2

"

5

H

6

7

8

H

Q

d
H
い

h
W

I

l

l

2

2

開
門Awd

 

L
4
J
W
A
叩
冶
皿
唱
御
礼
雄
官
対
日
目
齢
問

資
格
試
験
を
実
施

えつ一 (5).... 一一一昭和52年 8月16日 広報

ときたら・・・

地震への備えを万全にしよう

② 

主
ヮ

nwu 

aaマ
巧

t第一

市
水
道
局
で
は
、
次
に
よ
り
上
水
道

一

配
管
技
能
者
資
機
試
験
を
行
い
ま
す
。

一

次
の
資
絡
を
有
す
る
人
で
、
受
験
を

一

希
望
す
る
人
は
、
早
自
に
申
込
ん
で
く

掛
だ
さ
い
。

M
m
m

〈
受
験
資
格
〉

瀦
三
年
以
上
給
配
水
工
事
業
務
に
従
事

細
鳴
し
た
経
験
の
あ
る
人
。
ま
た
は
五
年
以

一

上
管
工
事
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ

一

る
人
。

だ
〈
受
付
期
間
・
必
要
書
類
〉

グラッ

九
月
二
十
一
日
附
か
ら
三
十
日
倒
ま

で
。
マ
配
管
技
能
者
資
格
試
験
受
験
願

(
水
道
局
業
務
課
に
あ
り
ま
す
)
マ
履

歴
書
マ
住
民
票
抄
本
マ
経
歴
証
明
書
{〉

顔
写
真
二
枚
(
縦

M
m
横
日
間
)

〈試
験
科
目
〉

学
科
試
験
H
H
水
道
関
係
法
規
お
よ
び

施
行
基
準
。

実
技
試
験

l
水
道
配
管
実
技

〈
試
験
期
日
・
場
所
〉

学
科
試
験

1
十
月
十
四
日
樹
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
市
役
所
六
階
大
会
議
室

実
技
試
験

1
日
程
は
、
学
科
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す。

〈
受
験
手
数
料
〉

一
千
円
を
受
験
申
込
み
の
時
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い

。

〈
お
問
合
せ
〉

水
道
局
業
務
課
庶
務
係

(
宮
@
四

一

0
0
内
線
五

O
三
有
線
②

O
八

二

二

県
中
小
企
業
振
興
公
社

で
は
、
第
三

期
分
の
機
械
貸
与
制
度
の
申
込
み
を
次

に
よ
り
受
付
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
は
、
早
目
に
申
込
ん

で
く
だ
さ

い
。

〈
対
象
企
業
〉

選挙の知識輸
ん
で
く
だ
さ
い

。

(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
二
二
・
二
二
三
有
線
②

O
六
五
一
)

製
造
業
の
場
合
は
、
従
業
員
二
十
人

以
下
。
小
売
、
卸
売
業
の
場
合
は
、
従

業
員
五
人
以
下
。
た
だ
し
、
設
備
近
代

化
資
金
と
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
、
償
還
残
高
が
あ
れ
ば
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

〈貸
与
設
備
の
価
格
〉

二
十
万
円
以
上
、

一
千
二
百
万
円
以

下
の
機
械
(
県
単
の
機
械
は
五
百
万
円

以
上
)

〈
申
込
期
限
・
場
所
〉

九
月
十
日
出
ま
で
に
上
小
地
方
事
務

所
商
工
謀

(
合
同
庁
舎
内
)

へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〈
機
械
貸
与
〉

その⑧

人

で

般

す

ま

つ

所

選

市

ー
が

一

ま

き

票

き

と

、

き

と

聞

す

り

は

つ

こ

う

だ

る

て

で

あ

で

に

う

よ

た

す

れ

法

て

市

挙

行

る

い

票

ら

方

し

回

選

に

れ

て

開

。

守

く

刷

上

各
由

。わ
し

、ん

に

書

印

、
自
す
行
視
れ
せ
人
で
が
で

て
ず
ま
で
監
さ
ま
ム
ロ
分
名
法

い

け

れ

態

き

票

き

立

自

氏

方

て

受

さ

状

だ

投

で

と

を

の

ぶ

つ

を

慮

な

た

に

は

者

名

者

選

な

渉

配

正

い

箱

と

理

氏

補

を

。

'
に
干
に
公
て
票
こ
管
の
候
者
す

と

に

う

が

つ

投

く

票

者

に

補

ま

こ

人

よ

票

な

た

関

投

補

紙

候

い

ん

他

る

投

に

れ

も

、

候

用

て

て

十

は

れ

仁

人

き

て

後

に

票

し

れ

川
票
た
山
ム
ロ
錠
勺
了
紙
投
付
ら

ソ

投

保

仕

立

施

あ

終

用

…

を

い

リ

。が

開

票

に

が

票

票

式

印

用

よ
す
密
日
間
投
金
由
投
投
方

O
に

Era-に
完
理
、
す
①
…
印
が
挙

吋
り
の
ら
方
、
る
は
ま
法

…
、
人
選

札
限
票
か
め
は
な
箱
れ
方
式
式
挙
長

票
日
間
に
投
す
民
票
か
票
ば

の
名
号

守
票
、
で
市
投
い
投
連
票
記
記

投

1
き

の

で

へ

投

キ
ナ
し
ょ
、
っ

十
月
中
に
貸
与
し
ま
す

戸
早
急
に
必

要
な
企
業
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す

)

〈
貸
与
期
間
・
償
還
方
法
〉

四
年
六
か
月
。
半
年
賦
均
等
償
還
。

〈
そ
の
他

・
お
問
合
せ
〉

業
種
、
貸
与
設
備
の
種
類
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

上
小
地
方
事
務
所
商
工
課

(
宮
@
一
二

六

O
内
線
三

O
七
)
か
、
県
中
小
企
業

振
興
公
社
設
備
貸
与
部

(
官
長
野
@
三

七
三
九
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

。

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
皆

さ
ん
で
、
昭
和
四
十
九
年
(
西
暦
一

九
七
四
年
)
に
「
外
国
人
牽
録
証
明

書
」
の
切
替
え
を
受
け
た
入
、
ま
た

は
新
規
登
録
を
受
け
た
人
は
今
年
が

切
替
え
の
年
で
す
。
登
録
を
受
け
た

日
か
ら
、
一
二
年
目
に
あ
た
る
日
(
登

録
証
明
書
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
)

前
三
十
日
以
内
に
①
旅
券
(
所
持
す

る
人
だ
け
)
②
写
真
三
枚
(
十
四
歳

以
上
の
人
だ
け
)
③
旧
登
録
証
明
書

を
持
参
し
て
、
市
役
所
一
階
市
民
課

で
新
し
い
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

市内に住む

外国人の皆さん

[>木造建物の点検
木造建物は、次のような

場合に危険性が唱すので注
意しま しょう。
1. 地盤沈下や土砂の流出

などによって基礎が地擦
に接していないとか、基
礎にゆがみを生じている
建物。

2. 土台、柱、はりなどの
構造上重要な部分が腐っ
た り、白ア リに侵された
りしている建物。

3. 2階以上にピアノ、大
量の書物、 重量物などを
置いている建物。

4. 間取りを変更して壁や
柱 を取 り払った建物
以上の木造建物のなかでも次の建物は危険性がとくに高いもの

またはとくに注意しなければならないものです。
(1)危険性がとくに高い建物
r:tJ大風や通常の地震で異常に揺れる建物。
ψ2階建、またはかわらぶき 、草ぶきなどで屋根の重い建物
。部屋ヵ、広〈向い合っていて壁と壁の間隔が大きい建物(7.2

m以上)
(2)とくに注意しなければならない建物
②昭和30年以前に建てられた建物。
ω構造上重要な部分がモルタル塗りなどで覆われている建物
。過去に冠水したことがある建物。
@排水の悪いじめじめした土地に建てられている建物。

危険とみられる建物は、市の建築担当課や専門家などに相談し
点検を受けて改修しましょう。

相談する場合、次の資料を用意すると便利です。
1 建物の所在地 と建築時期
2 屋根の種類、間取り図(壁の配置を明確にする)と各室の使い方
3 構造上重要な部分の狽傷の程度、基礎の状況。

49年の登録証明書

は今年が切替です
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ま

ち

の

話

題

7月30日の夜、市の中心街は市民の祭リ :

「上回わっしょ い」 で大にぎわいでし た。

参加した人は「み こし J r踊リ J 112述約 1 • 

万人、見物約 7万人の合計 8万 人。午後 7 : 

時45分に「みこし」述がお祭 1)広場 か ら 姿 :

を消すと、 踊 1)連が い っせいにお祭り広場 ;

へ入場、午後 8時、石井市長の「きあ、み ;

んなて殺しく 踊りまし ょう」の桂卜声を合図 j
に午後10時まで踊り を楽しみました。

薗騨盟国盟国匝 j 

涼
を
呼
ぶ
や
ぐ
ら
掃
除
/

じ
月
て
十
一

一日
、
消
防
税
引
の
救
助
隊

(
レ
イ
ン
ジ
ャ

ー
)
十
九

名
が
、
訓
練
を
か
ね
て
上
町
公
同
の
や
ぐ
ら
と
そ
の
石
垣
を
清
帰

し
ま
し
た
。
-
仏
兵
の
太
陽
の
下
、
見
ヒ
げ
る
市
民
は

「
さ
す

が
レ

イ
ン
ジ
ャ
」
と
そ
の
、
軽
や
か
な
動
き
に
特
さ
も
わ
す
れ
て
感

心
し
て
い
ま
し
た
。
(
写
真
左
)

えつ_~ 749号 (望号諸説綴喜)一一一広報

h
F
宝
池
住
吉
寮
の
み
な
さ
ん
も
元
気
に

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」

4

司
「
お
や
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
:・
・
」

い
や
い
や
り
っ
ぱ
な
上
田
市
民
で
す
。

た

人

し

川

方

問

よ

8

H
リ
J

物

愛
9

l

U

2

コL
4

4

4

j

カ
わ

り
ハ
か
品
田

踊
ん
印
{

み

日

寸
イ
パ
川パ
1U

ご
寄
付
お
礼

マ
小
泉
保
育
回
日
年
度
保
護
者
会
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